
井川町教育委員会１２月定例会会議録 

１．日  時  令和２年１２月２１日（月）午後１時３０分～午後２時５０分 

 

２．場  所  井川義務教育学校  

 

３．出席委員 

教育長  六郷博志 

委員  幡宮明貞 

委員  齋藤正仁 

委員  遠藤勇人 

委員  小武海文恵 

 

４．欠席委員 

  なし 

 

５．会議に出席した事務局職員 

事務局長  湊和樹 

事務局主事    石川知里 

 

６．会議 

  （１）報告事項 

     ①義務教育学校進路状況について 

     ②児童生徒ケース会議について 

     ③教育委員会・公民館・学校関係行事について 

 

（２）協議事項 

   ①第５次井川町総合振興計画（素案）について 

 

（３）その他 

 

７．情報交換 

 

８．会議の経過 

事務局長  今定例会の議事録署名員に幡宮委員、遠藤委員を提案。 

      （全員提案を了承） 

教育長   始めに（１）報告事項の①義務教育学校進路状況について事務局



に説明を求める。 

 事務局長  （現時点での９年生の進路状況について説明） 

教育長   次に②児童生徒ケース会議について説明をする。 

      （概要について説明） 

教育長   次に、③教育委員会・公民館・学校関係行事について事務局に説

明を求める。 

      （１月の行事予定について説明） 

教育長   保護者アンケートの結果と来年度の教育委員会分の予算要求につ

いても説明を求める。 

事務局長  （保護者アンケートについては、概ね良好な結果となった。来年

度予算については、引き続き多様な体験活動を行うことが出来る

よう要求していく。） 

委員    洲崎遺跡の副読本について、非常に貴重な遺跡であるので、町民

の人達にも読んでもらえるよう各町内へ配布してもいいのでは。 

教育長   検討したい。 

教育長   続いて協議事項に移る。①第５次井川町総合振興計画（素案）に

ついて事務局に説明を求める。    

 事務局長  （計画素案について説明） 

 委員    「文化財の保存活用と芸術文化の振興」の施策②に「芸術文化の

振興」とあるが、具体的にどんなことをイメージしているのか。 

 教育長   ここでの芸術文化とは文芸や絵画などの芸術活動を想定してい

る。行政が主体的に行うのではなく、各団体の活動をサポートす

る立場でいることが理想的であると考えている。 

 委員    以前からそうあるべきだという話はされてきた。行政から離れて

自立した活動を行っている団体もいくつかあるが、依然としてス

ポーツ系の団体はなかなか自立した活動ができていないように感

じる。 

 事務局長  行政からは自立した団体ではあるが、人材不足から役員として役

場職員が入っているケースもある。 

 委員    いろいろな団体で人材が不足している面も確かにある。方向性と

しては行政から離していくという方向で良いと思う。 

 教育長   「生涯学習スポーツの振興」のところにそういった内容も書き加

えていきたい。 

 幡宮委員  前回の素案からだいぶすっきりした印象。文化財のところについ

て、積極的活用の前段階として文化財の再調査と保存の必要性を

再認識した。 

教育長    先日いかわ未来学の発表会で願人踊りを披露していた。昔は「い



がのさ踊り」もあったようだが、今は踊る人もおらず途絶えてし

まっているようだ。 

委員    昔復活させて踊っていたことがあった。まだ覚えている人がいる

と思う。 

委員    「学校教育」のところで「児童生徒の向上のために～」とある

が、具体的に何の向上になるのか。 

委員    「児童生徒の成長のために～」などはどうか。 

教育長   「成長」と記載して大きく含めた方が良さそうだ。 

委員    同様に、「学校教育」のところの【現状と課題】に記載している

「グローバル化」の中には「異文化交流事業」に関わることも含

まれているという解釈で良いか。 

教育長   世界が一つになっていくグローバル化に対して本当にそれで良い

のかという議論もされている。「グローバル化」のところを削除し

てもいいと感じた。英語を集中して学ぶというより個々の視野を

広げるという意味で書かれている。こういった書きぶりで良い

か。 

委員    語学のところまで踏み込んで書かなくても良いと思う。 

委員    語学の習得ではなく、子ども達の視野を広げるためにいろいろな

体験をさせてあげるということで良いと思う。 

委員    素案の中にも記載があるが、こどもセンターとの連携を深めるこ

とはとても大切なことだと思う。行政の所管が変わったことで教

育委員として関わることや情報交換をすることも少なくなった。

これから具体的な活動が必要だと感じている。 

委員    「井川こどもセンターと連携を深め、0歳から 15歳までの一貫し

た教育を目指します。」とあるが、何を貫くのかまだ見えていない

ような気がする。 

教育長   保育の面ではなく、教育の面で一貫したものを目指したい。何を

一貫したものにするかを含めてプログラムづくりなど必要だと感

じている。 

委員    子どもへの接し方を統一するだけでも大きく違ってくると思う。 

委員    井川町のような小さな町で「総合型地域スポーツクラブ」を強化

していくことはなかなか難しいと思う。 

教育長   10年ほど前に県が主導して始めたものである。実際には機能して

いない。 

委員    各競技の大会日程が重なっていたりしていてなかなか難しいと思

う。 

教育長   今回の協議で出た内容を再度素案に盛り込んでいきたい。 



教育長 （他に無いことを確認して定例会を終了） 

 

 


